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市 の 人 口●129,352人（−14人）
市の世帯数●57,365世帯（＋40世帯）
平成29年10月1日現在（ ）は9月との増減

大
坂
台
公
園
の
イ
チ
ョ
ウ
の

木

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み 申込専用電話 1046（252）8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス 70120（111）429 （無料）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

通学する児童を見守る地域の皆さん

地域で守る安全・安心
　市では、犯罪のない安全で安心に暮らせる地域社会の実現を目的として、座間市安全安心まちづくり推進協議会を
発足し、地域防犯の啓発、防犯活動の支援育成を行っています。
　安全・安心な地域社会の実現には、一人一人の防犯意識と地域の連携が必要不可欠です。日頃から、顔の分かる関
係を築き、未然に犯罪を防ぎましょう。
担当� 市民協働課　☎046（252）8158　5046（255）3550

　市では、「安全で安心な明るいまち」を目指して、市内を13地区に分け、防犯の啓発を兼ねたパ
トロールを行います。どなたでも参加できますので、積極的な参加をお願いします。
　詳しくは、担当へお問い合わせください（一部地区は日時が変更になります）。

　地域のコミュニケーションが希薄になると次のような犯罪が増加します。
　日頃から住民同士の声掛けを行い、顔の見える関係を築きましょう。

　隣近所と顔の見える関係を築
き、留守を頼むなどしましょう。
　様子のおかしい人を見たら、
声を掛けるなどしましょう。

　子どもに見知らぬ人が話し掛
けている様子を見たら、間に入
って話を聴くなどしましょう。

　日頃からあいさつを交わすこ
とで痴漢犯が近づきにくい環境
を作りましょう。

　怪しい電話や訪問は隣近所に
相談し、近所の方が慌てている
など、様子がおかしいときは、
話を聴きましょう。

市内一斉防犯パトロール

12月 2日（土）午前10時〜正午

地域防犯のポイント
顔の見える関係が犯罪を防ぐ

　
犯
罪
は
、
日
常
生
活
の
至

る
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
空
き
巣
や
ひ
っ

た
く
り
に
加
え
、
近
年
は
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
家
族
や
近
隣
住

民
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
連

携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心

は
、
一
人
一
人
が
「
自
分
の

安
全
は
自
分
で
守
る
」
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
防
犯
に
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
、
住
民
同
士
が
互

い
に
協
力
し
あ
う
こ
と
で
築

か
れ
て
い
き
ま
す
。

空き巣 誘　拐 痴　漢 振り込め
詐欺

地
域
防
犯
の

　
　
　
重
要
性
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域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与
●
西
原
博

子
（
入
谷
）
＝
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
●
鈴
木
兼
夫
（
入
谷
）
＝

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与
●
齊
藤
敏

勝
（
立
野
台
）
＝
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展

に
寄
与
●
若
林
美
智
子（
座
間
）

＝
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

【
市
民
生
活
】

●
鈴
木
翠
（
相
模
が
丘
）
＝
交

通
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進

展
に
寄
与

【
行
政
】

●
平
田
秀
光
（
相
模
原
市
）
＝

情
報
公
開
審
査
会
及
び
個
人
情

報
保
護
審
査
会
の
会
長
と
し
て

職
務
遂
行
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与
●
飯
島
康
博（
入

谷
）
＝
情
報
公
開
審
査
会
及
び

個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
委
員

と
し
て
職
務
遂
行
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

【
保
健
医
療
】

●
東
郷
や
す
子
（
東
京
都
）
＝

学
校
歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与感感

謝謝
状状

●
株
式
会
社
ノ
ジ
マ（
横
浜
市
）

＝
行
政
に
対
す
る
深
い
理
解
を

も
っ
て
貴
重
な
電
気
機
器
を
寄

贈
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

●
医
療
法
人
愛
育
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
大
和
市
）
＝
社
会
福

祉
に
対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ

て
貴
重
な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与
●
石
原
純

子
（
立
野
台
）
＝
公
民
館
事
業

の
実
施
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
補
助
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
●
島
田
由
起
子
（
座
間
）

＝
公
民
館
事
業
の
実
施
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
補
助
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与
●
立
野
台

下
自
治
会
（
立
野
台
）
＝
行
政

に
対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ
て

貴
重
な
土
地
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与
●
上
原
晴
雄

（
ひ
ば
り
が
丘
）
＝
市
リ
サ
イ

ク
ル
協
同
組
合
の
発
展
に
努
め

ら
れ
、
環
境
衛
生
推
進
に
寄
与

●
有
限
会
社
日
栄
ハ
イ
ム
（
相

模
が
丘
）
＝
地
域
福
祉
充
実
に

対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ
て
貴

重
な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与
●
ス
ー
パ
ー
�

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
座
間
店
（
ひ
ば

り
が
丘
）
＝
行
政
に
対
す
る
深

い
理
解
を
も
っ
て
貴
重
な
浄
財

を
寄
附
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
●
栗
原
久
江
（
ひ
ば
り
が

丘
）
＝
市
乳
幼
児
健
康
診
査
の

実
施
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

補
助
さ
れ
、
保
健
衛
生
の
推
進

に
寄
与
●
小
林
江
子（
小
松
原
）

＝
市
乳
幼
児
健
康
診
査
の
実
施

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
補
助

さ
れ
、
保
健
衛
生
の
推
進
に
寄

与
●
ざ
ま
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
緑
ケ
丘
）
＝

防
災
・
減
災
に
対
す
る
深
い
理

解
を
も
っ
て
市
民
の
防
災
意
識

向
上
に
寄
与
●
長
江
亦
周
（
埼

玉
県
）
＝
次
世
代
育
成
に
対
す

る
深
い
理
解
を
も
っ
て
貴
重
な

浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
学
校
教
育

の
進
展
に
寄
与
●
オ
ー
ト
モ
ー

テ
ィ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
サ
プ
ラ
イ
株

式
会
社
（
広
野
台
）
＝
環
境
政

策
に
対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ

て
貴
重
な
浄
財
を
寄
付
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

○
技
能
功
労
者　

荻
野
力
男（
神

奈
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
厚
木
支
部
）
、
清
水
浩

（
高
相
建
設
業
組
合
）
、
鈴

木
純
夫
（
座
間
市
商
工
会
建

設
業
部
会
）

○
優
良
技
能
者　

大
日
向
誠 

（
（
公
社
）
神
奈
川
県
塗
装

協
会
県
央
支
部
）
、
齊
野
靖

久
（
（
公
社
）
神
奈
川
県
塗

装
協
会
県
央
支
部
）

【【
交交
通通
安安
全全
功功
労労
者者
表表
彰彰
】】

　

瀬
戸
文
男
（
座
間
）
、
落
合

良
晴
（
立
野
台
）
、
小
藤
眞
史

（
立
野
台
）
、
田
中
元
吉
（
栗

原
中
央
）
、
市
川
良
明
（
相
模

が
丘
）
、
矢
部
信
郎
（
明
王
）、

塚
脇
透
（
東
原
）
、
白
井
正
明

（
立
野
台
）
、
座
間
交
通
安
全

協
会
東
原
支
部
、
栗
原
小
学
校

お
や
じ
会
、
広
野
台
み
ま
も
り

隊
、
相
洋
工
業
株
式
会
社
、
東

京
コ
ス
モ
ス
電
機
株
式
会
社

【【
交交
通通
安安
全全

ポポ
スス
タタ
ーー
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
】】

▽
最
優
秀
賞
＝
長
本
翔
生
（
立

野
台
小
学
校
４
年
）
▽
優
秀
賞

＝
比
留
川
み
ゆ
（
栗
原
小
学
校

２
年
）
、
藤
本
優
有
（
立
野
台

小
学
校
３
年
）
、野
田
泉
澄（
中

原
小
学
校
６
年
）
、
早
川
信
光

（
東
中
学
校
２
年
）
▽
座
間
地

区
青
少
年
交
通
安
全
連
絡
協
議

会
会
長
賞
＝
樫
谷
美
久
莉
（
栗

原
中
学
校
２
年
）

【【
交交
通通
安安
全全
標標
語語
】】

▽
最
優
秀
賞
＝
梅
原
凛
（
相
武

台
東
小
学
校
１
年
）
▽
優
秀
賞

＝
レ
ス
コ
丞
（
東
原
小
学
校
１

年
）
、
市
川
文
椛
（
中
原
小
学

校
４
年
）
、
柳
美
由
莉
（
旭
小

学
校
５
年
）
、
中
村
弘
子
（
一

般
）
▽
座
間
地
区
青
少
年
交
通

安
全
連
絡
協
議
会
会
長
賞
＝
下

平
航
輝
（
相
武
台
東
小
学
校
３

年
）

担
当 

市
民
協
働
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1
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交
通
安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰

交
通
安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰

担
当 

商
工
観
光
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
0
4

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

技
能
功
労
者
な
ど
の
表
彰

技
能
功
労
者
な
ど
の
表
彰

技
能
功
労
者
な
ど
の
表
彰

一一
般般
表表
彰彰

【
市
民
生
活
】

●
村
上
勝
彦
（
入
谷
）
＝
保
護

司
と
し
て
更
生
保
護
活
動
に
献

身
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
●
武
井
恒
二

（
立
野
台
）
＝
保
護
司
と
し
て

更
生
保
護
活
動
に
献
身
的
に
取

り
組
ま
れ
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与

【
福
祉
・
保
健
医
療
】

●
山
�
恭
男
（
立
野
台
）
＝
就

学
指
導
の
審
議
に
尽
力
さ
れ
、

支
援
教
育
の
進
展
に
寄
与
●
馬

來
忠
道
（
相
武
台
）
＝
地
域
の

医
療
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
保
健

医
療
の
進
展
に
寄
与
●
清
水
夏

江
（
相
武
台
）
＝
学
校
嘱
託
医

と
し
て
学
校
保
健
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

●
江
成
玲
子
（
相
模
原
市
）
＝

子
育
て
支
援
や
地
域
老
人
会
と

の
交
流
な
ど
、
地
域
福
祉
の
発

展
に
寄
与

【
教
育
文
化
】

●
横
谷
光
男
（
座
間
）
＝
文
化

協
会
の
会
長
と
し
て
文
化
活
動

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
市
民
文

化
の
発
展
に
寄
与
●
坂
本
文
彦

（
相
模
が
丘
）
＝
体
育
協
会
の

会
長
と
し
て
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
尽
力
さ
れ
、
社
会
体
育

の
振
興
に
寄
与
●
庄
司
秋
子（
横

浜
市
）
＝
幼
児
教
育
に
尽
力
さ

れ
、
教
育
文
化
の
向
上
に
寄
与

●
秋
元
眞
理
子
（
座
間
）
＝
教

育
活
動
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
●

あ
す
な
ろ
大
学
あ
す
な
ろ
会（
東

原
）
＝
あ
す
な
ろ
大
学
の
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
、
生
涯
学

習
の
発
展
に
寄
与

自自
治治
功功
労労
表表
彰彰

【
社
会
福
祉
】

●
島
村
利
明
（
入
谷
）
＝
民
生

委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与
●
青
木
暎
江（
相

模
が
丘
）
＝
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄

与
●
�
井
早
苗
（
相
模
原
市
）

＝
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与
●
小
林
肇

子
（
ひ
ば
り
が
丘
）
＝
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与
●
鈴
木
須
磨
子（
ひ

ば
り
が
丘
）
＝
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展
に

寄
与
●
長
崎
和
江
（
東
原
）
＝

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

担
当 

秘
書
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
5
4
4

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

敬
称
に
つ
い
て

　

ペ
ー
ジ
内
の
敬
称
は
、

全
て
省
略
し
て
い
ま
す
。



市マスコット
キャラクター
  「ざまりん」

0120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス503（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　5046（252）7043

座間市24時間健康電話相談2

担当　健康づくり課 　☎046（252）7225　 046（255）3550

広報ざま【座間市のお知らせ】No.1039 平成29年 （2017年） 11月15日3

を保健師や助産師と語り合う　対象＝ 1歳ぐらい
までの2,500グラム未満で生まれた乳児および多胎
児（双子含む）とその家族　持ち物＝母子健康手
帳、バスタオル、おむつ、ミルクなど　申込方法
＝電話で担当へ

とき＝随時　ところ＝市民健康センター　内容＝
栄養士や保健師への食事療法や健康全般について
の相談　持ち物＝健康手帳（持っていない方は当
日発行）　申込方法＝電話で担当へ

個別健康相談

とき＝11月24日（金）午後 1時15分〜 2 時15分受
け付け（時間厳守）　ところ＝市民健康センター
対象＝平成29年 5 月生まれ（対象者には個別通知）
と対象月に受けられなかった 1歳未満児

内容＝身体測定、食事・発育・育児相談　持ち物
＝母子健康手帳　参加方法＝当日直接会場へ

ＢＣＧ接種

育児相談

とき＝12月 1 日（金）午前 9時30分〜10時30分受
け付け　ところ＝北地区文化センター　内容＝尿
検査、身体・血圧・体脂肪測定と相談、禁煙相談
（ 1カ月以内に禁煙を始めたい方。要予約）　持
ち物＝健康手帳　参加方法＝当日直接会場へ

とき＝12月 6 日（水）午前10時〜11時30分　とこ
ろ＝市民健康センター　内容＝子育ての悩みなど

健康相談

ぴよぴよ・チェリー教室

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5119 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

◆夜 間

月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（252）9090内 科

午後 6時～10時 （診療時間）外 科
月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

受付時間診療場所電話番号診療科目

消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。

◆休日（日曜日・祝日）昼間
受付時間診療場所電話番号診療科目

午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）

1046（252）9090内科・外科
午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時30分1046（252）8217歯 科

耳鼻咽喉科・ 午前9時～正午、午後 2時～5 時（診療時間）消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。婦人科・眼科

午前9 時～11時45分、午後2時～4 時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

救急診療 担当 医療課　1046（252）7295　5046（252）7043

◆深 夜

午後10時～翌日午前 8時消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。　内科・外科

小児救急情報センター1046（255）9933でご確認ください。小児科
（外科系を除く）

受付時間診療場所診療科目

午後10時～翌日午前 7時
 （重病の場合は午前 8 時）

○と　き　12月 7 日（木）午後 3時〜 4時
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化
会館） 2階　大会議室

○内　容　骨粗しょう症予防に役立つ知識と
レシピの紹介、体操など

○定　員　20人程度
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　12月 6 日（水）までに電話また
はファクスで担当へ

担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　5046（255）3550

　ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）を利用したトラブルや架空請求に
ご注意ください。
事例
・ＳＮＳの広告を見て簡単にもうかるという
情報商材を契約したが、説明通りにはもうか
らなかった。
・ＳＮＳを通じて、知人から届いた電子メー
ル内のウェブサイトにアクセスしたら有料ア
ダルトサイトに繋がり、意図せず登録完了と
なってしまった。
アドバイス
　ＳＮＳ上の広告だけではなく、リンクされ
たウェブサイトが怪しいものでないか必ず検
討しましょう。また、知人の書き込みと内容
などを全てうのみにせず、怪しいウェブサイ
トにはアクセスしないようにしましょう。
担当� 広聴人権課
� ☎046（252）8495　5046（252）0220

座間市消費生活センター
☎046（252）8490

　トラブルなどでお困りの方は、市消費生
活センターへご相談ください。
○相談時間　午前 9時30分〜正午、午後 1
時〜 3時30分（偶数月第 2水曜日午前 9
時30分〜正午と年末年始、祝・休日を除
く）

○ところ　市役所 1階広聴人権課
○相談方法　電話または直接同センターへ

健康支援プログラム

最近の消費生活相談事例

　市では、住所に基づき、通学先の小・中学校を指定していますが、下表の要件に該当する事情
がある場合、指定された学校の変更を認めることができます。詳しくは担当へお問い合わせくだ
さい。
※変更を認められない場合があります。
○変更期間　A必要とする期間　B卒業まで　C転居した年の学年終了まで

担当� 学校教育課　☎046（252）8739　5046（252）4311

住所により指定された小・中学校の変更について

と　き ところ
11月17日（金） 午前 9時30分～

10時30分受け付け
市民健康センター

12月 1 日（金） 北地区文化センター

要　　　　件 対象学年 必要事項 変更
期間

１ いじめ被害への対応が必要な場合 小・中学校全学年 Ａ

２ 通学の利便性の地理的な事情や、通学の安全確保などの事情があ
る場合 小・中学校全学年 Ａ

3 指定された中学校に希望する部活動がないため、希望する部活動
がある、住所地から最寄りの他の中学校に通学したい場合 中学校 １年生 変更の理由と変更先学校長

の同意 Ａ

４ 市内転居したが、引き続き従前の学校に通学する場合 小学校 6年生、中
学校 3年生 従前学校長の同意 B

５ 学期途中で市内転居したが、引き続き従前の学校に通学する場合 小学校1～5年生、
中学校 １～ 2年生 従前学校長の同意 C

６ 新築や改築などで、一時的に学区外に引っ越し（仮住まいを含む）
したが、従前の学校に通学する場合 小・中学校全学年 売買契約書または賃貸契約

書の写しの提出 Ａ

7 学区外への引っ越しが確実で、引っ越し先の学区の学校へ通学す
る場合 小・中学校全学年 売買契約書または賃貸契約

書の写しの提出 Ａ

８ 心身や通院などの事情で、通学の配慮を必要とする場合 小・中学校全学年
診断書の写しまたは関係者
の願

ねがい

書
しょ

（要資料添付）の提出
Ａ

9 自宅に帰っても、児童を保護する者がいないときに、保護者の帰
宅まで親戚などの家や勤務先・店舗などで児童を預かる場合 小学校全学年

預り先住所（所在地）、保護
者の就労などが確認できる
書面（要資料添付）の提出

Ａ

10
指定校で希望する国際教室が開級されていないため、希望する国
際教室を開級している、児童・生徒の住所から最寄りの他の小・
中学校に通学したい場合

小・中学校全学年 保護者の母語または日本語
訳での書類記入 Ａ

11 指定校変更許可区域に住んでいる場合 小・中学校全学年 B
12 要件 6～ 9で指定校を変更した児童・生徒の兄弟姉妹である場合 小・中学校全学年 Ａ
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リサイクルプラザ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
の
取
り
組

み
や
資
源
の
有
効
利
用
の
啓
発

を
行
う
た
め
の
施
設
で
、
「
リ

サ
イ
ク
ル
家
具
の
展
示
・
販
売
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◯
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
月
曜
日
、
祝
・
休

日
の
翌
日
を
除
く
） 

※
月
曜
日
が
祝
・
休
日
の
場

合
は
開
館
し
、
翌
日
を
休
館

日
と
し
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

東
原
二
丁
目　

番
１６

　

号
１０リリ

ササ
イイ
クク
ルル
家家
具具
のの

展展
示示
・・
販販
売売

　

家
庭
か
ら
粗
大
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
た
家
具
な
ど
を
補
修
し

て
展
示
し
、
希
望
者
へ
安
価
で

販
売
し
て
い
ま
す
（
抽
選
）
。

◆　

月
の
購
入
申
込

１２
◯
購
入
申
込
期
間　
　

月　

日

１１

１８

（
土
）
〜　

月
１
日
（
金
）

１２

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
休

館
日
を
除
く
）

◯
抽
選
・
販
売
日　
　

月
２
日

１２

（
土
）
午
前　

時
か
ら

１０

◯
対　

象　

営
利
を
目
的
と
し

な
い
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

◯
申
込
点
数　

一
人
１
点

◯
申
込
方
法　

申
込
者
本
人
が

直
接
来
館
（
電
話
・
代
理
の

申
し
込
み
は
不
可
）

※
購
入
し
た
家
具
な
ど
は
各
自

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

担
当 
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
9
6
3

5
0
4
6（
2
5
2
）7
9
6
4

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」

医　療　費 

保険で賄う医療にかかる経費等 

公費（約５割） 
［国：都道府県・市町村＝４：１：１］ 

若年者の皆さんからの支援金 
（約４割） 

若年者の皆さんからの支援金 
（約４割） 

後期高齢者の 
保険料 

（約１割） 

医療機関などでの 
窓口負担 
（１割） 

●現役並の所得がある被保険者は
３割負担。 
●窓口負担が３割の医療費には、
公費は投入されていません。 

●若年者の人数の減少を考慮して、
２年に１回見直しをしています。 
２０・２１年度１０％ 

→２８・２９年度１０．９９％ 

１，０００，０００ 

９７５，０００ 

９５０，０００ 

９２５，０００ 

９００，０００ 

８７５，０００ 

８５０，０００ 

８２５，０００ 

８００，０００ 

０ 

９，０００ 

８，５００ 

８，０００ 

７，５００ 

７，０００ 

６，５００ 

６，０００ 

５，５００ 

５，０００ 

０ 

一人当たり 
医療費 
（円） 

後期高齢者医療費の推移 
後期高齢者 
医療費 
（億円） 

後期高齢者医療費 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ （年度） 

８７７，３１１円 

８２０，４３７円 

５，９３９億円 

８，２９４億円 

一人当たり医療費 

支
払
っ
た
金
額
を
除
い
た
残
り

の
分
は
、
約
４
割
が
若
年
者
か

ら
の
支
援
金
、
約
５
割
が
公
費

＝
税
金
（
国
・
県
・
市
町
村
が

負
担
）
、
約
１
割
が
後
期
高
齢

者
か
ら
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

「「
若若
年年
者者
かか
らら
のの
支支
援援
金金
」」
とと
はは

　

被
用
者
保
険
や
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
支
払

う
保
険
料
（
税
）
に
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
で
は
、
平
成　

年
２７

度
は
３
３
４
４
億
円
を
支
援
金

と
し
て
若
年
者
の
皆
さ
ん
か
ら

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医医
療療
費費
のの
状状
況況

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平

成　

年
度
の
被
保
険
者
数
は
県

２７
民
全
体
の
約　

パ
ー
セ
ン
ト
で

１１

す
が
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

は
、
県
全
体
の
医
療
費
の
約　
３３

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は
い
わ
ゆ
る「
団

塊
の
世
代
」
が
後
期
高
齢
者
に

な
り
、
被
保
険
者
数
は
県
民
全

体
の
約　

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

１６

見
込
み
で
す
。

　

今
後
、
後
期
高
齢
者
の
医
療

費
は
一
層
増
加
し
て
い
く
見
込

み
で
す
。
後
期
高
齢
者
の
医
療

費
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
に
比
例

し
て
後
期
高
齢
者
が
支
払
う
保

険
料
も
、
若
年
者
の
皆
さ
ん
の

負
担
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
の
数
は
減
っ

て
い
く
見
込
み
で
す
の
で
、
若

年
者
の
一
人
当
た
り
の
負
担
は

更
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
医
療
保

険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
に
は

医
療
費
の
抑
制
が
必
要
で
す
。

生
涯
を
通
じ
て
、
健
康
に
気
を

付
け
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
、
何
よ
り
も
自
分
自
身

の
た
め
に
な
り
、
社
会
の
た
め

に
も
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

神
奈
川
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
1
０
４
５（
４
４
０
）

６
７
０
０

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
都

道
府
県
単
位
で
運
営
し
て
お
り
、

　

歳
に
な
る
と
全
て
の
方
が
、

７５

そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療

保
険
（
被
用
者
保
険
や
国
民
健

康
保
険
）
か
ら
移
行
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
う
ち
、
後
期
高
齢

者
が
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

社社
会会
全全
体体
でで
支支
ええ
るる

「「
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度
」」

担
当 

医
療
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
2
1
3　

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

図１

図２

　消滅型生ごみ処理機「キエーロ」を第３２回座間市
民ふるさとまつりで展示します。
　電気を使わず、バイオ材購入などの費用がかから
ない、環境にも経済的にも優しい生ごみ処理機です。
　当日は、使い方や特徴、市の補助金制度について
も説明します。
　また、ごみ収集車「ざまりん号」の展示や乗車体
験なども行います。
○と　き　１１月１９日（日）
○ところ　市役所ふれあい広場

「キエーロ「キエーロ」」を展示を展示

担当 資源対策課
1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

キエーロ

社社
会会
全全
体体
でで
支支
ええ
るる
制制
度度
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
健
康
、
生
活
、
権
利

な
ど
を
守
る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知

識
を
生
か
し
、
連
携
し
て
支
援

に
当
た
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
た
ら

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
匿
名
可
）
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
独
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

体
調
不
良
な
ど
の
理
由
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
職

員
が
訪
問
し
ま
す
。
下
表
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
の
こ
と

�
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
。

�
介
護
認
定
を
受
け
た
が
何
を

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

健
康
の
こ
と

�
足
腰
が
弱
っ
て
き
て
寝
た
き

り
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
。

�
一
人
暮
ら
し
で
急
に
具
合
が

悪
く
な
っ
た
と
き
の
こ
と
が
心

配
だ
。

�
地
域
の
介
護
予
防
活
動
に
参

加
し
た
い
。

生
活
の
こ
と

�
お
金
の
管
理
に
自
信
が
な
く

な
っ
て
き
た
。

家
族
の
こ
と

�
高
齢
の
親
の
介
護
を
し
て
い

る
が
負
担
が
大
き
い
。

�
離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
の
親
が

心
配
だ
。

�
介
護
で
怒
鳴
っ
た
り
、
手
を

あ
げ
た
り
し
て
し
ま
う
。

近
所
の
高
齢
者
の
こ
と

�
最
近
見
掛
け
な
く
な
っ
た
高

齢
者
が
い
る
。

�
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

が
い
る
ら
し
い
。

�
経
済
的
に
苦
し
い
と
聞
い
た
。

�
安
否
や
生
活
の
様
子
が
心
配

な
高
齢
者
が
い
る
。

地
域
づ
く
り
の
こ
と

�
高
齢
者
が
集
う
場
を
つ
く
り

た
い
。

�
地
域
の
高
齢
化
対
策
を
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い
。

防
ご
う
「
高
齢
者
虐
待
」

　

高
齢
者
の
世
話
や
介
護
を
す

る
人
は
、
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ

ス
、
協
力
者
や
相
談
者
が
い
な

い
孤
独
感
な
ど
か
ら
、
無
意
識

の
う
ち
に
虐
待
を
行
っ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

「
高
齢
者
虐
待
」
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
近
所
の
高
齢
者
に
虐
待
の

疑
い
が
あ
る
場
合
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

五
つ
の
高
齢
者
虐
待

◆
心
理
的
虐
待

　

威
圧
的
な
言
葉
や
態
度
に
よ

る
脅
し
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
な

座間市地域包括支援センター

担当地域連絡先所在地名称

相模が丘1０４６（２６６）５２２２相模が丘６－２７－９座間市相模が丘
地域包括支援センター

小松原、ひばりが丘、東
原1０４６（２５５）２５５５ひばりが丘５－２１－２９座間市ひばりが丘

地域包括支援センター

さがみ野、栗原中央、南
栗原、西栗原1０４６（２５１）１１６７栗原中央６－１－１８座間市栗原

地域包括支援センター

相武台、広野台、栗原、
緑ケ丘２～６丁目、明王1０４６（２５８）２０３０栗原１２６１－１座間市相武台

地域包括支援センター

緑ケ丘１丁目、立野台、
入谷３・４丁目1０４６（２６６）２００５緑ケ丘１－２－１座間市立野台

地域包括支援センター

入谷１・２・５丁目、四
ツ谷、新田宿、座間1０４６（２５６）９００７新田宿６２３座間市新田宿

地域包括支援センター

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

　

座
間
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
に
よ
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
方
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

特
別
な
活
動
を
行
う
の
で
は
な

く
、
自
身
の
知
識
を
知
人
に
広

め
た
り
、
認
知
症
に
苦
し
む
方

に
関
係
機
関
を
紹
介
し
た
り
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
無
理
の

な
い
範
囲
で
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

同
講
座
の
修
了
者
に
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な

る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
」
を
支
給
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月
７
日
（
木
）

１２

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
午

３０

後
１
時
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
２
階　

保
健
相
談
室

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
　

月
６
日（
水
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

　

座
間
市
薬
剤
師
会
の
吉
永
耕

子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
薬
の

飲
み
方
や
管
理
方
法
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
水
）

１２

１３

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
１
階　

多
目
的
室

○
対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
市
内
在
住
者

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
　

月　

日（
月
）

１２

１１

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

　

介
護
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
、
知
ら
ぬ
間
に「
介
護
う
つ
」

に
な
っ
て
し
ま
う
方
が
い
ま
す
。

　

東
海
大
学
大
学
院
健
康
科
学

部
教
授
の
渡
辺
俊
之
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
「
介
護
う
つ
」
と

ス
ト
レ
ス
軽
減
の
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月
６
日
（
水
）

１２

午
後
２
時
〜
３
時　

分
（
午

３０

後
１
時　

分
受
付
開
始
）

３０

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
２
階　

保
健
相
談
室

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
　

月
５
日（
火
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

オレンジリング

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
あ
れ
こ
れ

介
護
予
防
講
演
会

護
予
防
講
演
会

「
薬
剤
師
に
聞
こ
う

「
薬
剤
師
に
聞
こ
う
」

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
あ
れ
こ
れ

介
護
予
防
講
演
会

「
薬
剤
師
に
聞
こ
う
」

あ
れ　

も
し
か
し
て
介
護
う
つ
？

?!

家
族
介
護
教
室

族
介
護
教
室

あ
れ　

も
し
か
し
て
介
護
う
つ
？

?!

家
族
介
護
教
室

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口

ご
利
用
く
だ
さ
い

利
用
く
だ
さ
い

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

認
知
症
を
理
解
し
対
応
方
法
を
学
ぼ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
理
解
し
対
応
方
法
を
学
ぼ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ど
。

◆
放
棄
・
放
任

　

食
事
の
提
供
、
入
浴
や
お
む

つ
交
換
な
ど
の
世
話
を
放
棄
す

る
こ
と
。
必
要
な
医
療
を
受
け

さ
せ
な
い
こ
と
。

◆
身
体
的
虐
待

　

暴
力
行
為
や
外
部
と
の
接
触

を
意
図
的
に
遮
断
す
る
行
為
、

薬
を
過
剰
に
与
え
る
行
為
な
ど
。

◆
経
済
的
虐
待

　

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
・

使
わ
せ
な
い
こ
と
や
本
人
の
合

意
な
し
に
お
金
を
使
用
す
る
こ

と
な
ど
。

◆
性
的
虐
待

　

本
人
の
嫌
が
る
性
的
な
行
為

や
そ
の
強
要
を
行
う
こ
と
な
ど
。

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

　

歳
を
重
ね
る
と
筋
力
、
認
知

機
能
な
ど
心
身
の
活
力
が
低
下

し
た
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
状
態

に
な
り
や
す
く
、
多
く
の
方
は

同
状
態
を
経
て
要
介
護
状
態
に

至
り
ま
す
。

　

東
京
大
学
が
開
発
し
た
同
状

態
を
早
期
に
発
見
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１２

１５

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

○
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

座
間
３
階　

多
目
的
室　

○
対　

象　
　

歳
以
上
の
方

６５

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み

物
○
申
込
方
法　
　

月
７
日（
木
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

　

※
素
足
で
行
う
測
定
が
あ
る

の
で
、
膝
下
を
露
出
さ
せ
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

シ
ニ
ア
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
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お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

配布する所定の応募用紙（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要
事項を記入し、１１月３０日（木）まで
に担当へ持参
担当　　　　　　　　　商工観光課

1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

新しい教育委員に天野久美さん

　市議会第３回定
例会において、教
育委員として、新
たに天野久美さん
（小松原一丁目。
写真）が任命され
ました。任期は１１
月１３日～平成３３年９月３０日です。
担当 教育総務課

1０４６（２５２）８３４７　5０４６（２５２）４３１１

第３回　危険物取扱者試験

とき＝平成３０年１月２８日（日）　と
ころ＝神奈川大学（横浜市神奈川区
六角橋）　試験の種類＝甲種、乙種
全類、丙種　受験資格制限＝▽甲種
＝有り（担当へ問い合わせ）▽乙・
丙種＝無し　申込方法＝市消防本部
予防課、東・北分署に備え付けの申
請書に必要事項を記入し、１１月２７日
（月）～１２月１８日（月）に、申請書
に記載されている宛先へ郵送※電子
申請は、１１月２４日（金）～１２月１５日
（金）。
担当　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５

消防車・救急車出動件数

火災・災害情報の問い合わせは、テ 
レホンサービスへ　1０４６（２５１） １３９９

�

創業応援交流会

　中小企業診断士と現役経営者を招
き、パネルディスカッション形式で
中小企業が開発したヒット商品の生
み出し方、商品の売り出し方などに
ついて紹介します。
とき＝１２月６日（水）①午後６時３０
分～７時１５分②午後７時３０分～８時
４５分　ところ＝平塚信用金庫本店（平 
塚市紅谷町）　内容＝①パネルディ
スカッション②交流会　対象＝創業
を考えている方、創業後５年未満の
経営者　講師＝神奈川県よろず支援

○リンを含む合成洗剤などは使用を
控え、石けんの使用を拡大しまし
ょう。

○分解性の低い合成洗剤などから分
解性の高い洗剤へ転換しましょう。

○洗剤の適正使用と減量使用を心掛
けましょう。

担当　　　　　　　　　環境政策課
1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

家庭でできる　冬の節電対策

◆エアコン、ガス・石油ファンヒー
ター

○室温は２０℃を目安にしましょう。
○暖房器具は必要なときだけ使用し
ましょう。

○暖房器具のフィルターは月に１・
２回程度清掃しましょう。

【快適空調のポイント】
�ドア・窓の開閉は少なく
�カーテンは厚手で床まで届く長い
物が効果的
�扇風機を併用し、暖まった空気を
循環
�外出や寝る１５分くらい前の早めの
スイッチオフが決め手
◆電気カーペット
○床面の広さに合った大きさを使用
しましょう。

○設定温度は低めにしましょう。
【省エネのポイント】
�電気カーペットの下に断熱マット
などを敷くのがこつ
�人のいない部分はスイッチオフ
◆電気こたつ
○こたつ布団に、上掛けと敷布団を
合わせて使用しましょう。

○設定温度は低めにしましょう。
【省エネのポイント】
�上半身の寒さ対策として、カーデ
ィガンなどを１枚多めに着込むと効
果的
�他の暖房機器と併用する場合は温
度設定を控えめに
担当　　　　　　　　　環境政策課

1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

県央ものづくり交流会～ビジネス
マッチング受注企業を募集

　市内製造業者の受発注拡大と異業
種交流を目的に、平成３０年２月１５日
（木）に開催する「県央ものづくり
交流会」で取り計らうビジネスマッ
チングの受注企業を募集します。
　新規取引先の開拓と情報収集の絶
好の機会ですので、交流会に参加す
る発注企業が求める技術や製品をお
持ちの方は、ぜひお申し込みくださ
い。なお、発注企業の情報は、市ホ
ームページでご確認ください。
対象＝市内製造業者　参加費＝無料 
申込方法＝市役所４階商工観光課で

ご利用ください　声の広報

　市では、録音奉仕グループ「泉の
会」に依頼し、「広報ざま」の毎号
全てのページを録音したＣＤを無料
で配布しています。配布希望の方は、
市社会福祉協議会ボランティアセン
ター1０４６（２６６）２００２へお申し込みく
ださい。
　また、市ホームページからダウン
ロードもできますので、ぜひご利用
ください。
担当　　　　　　　　　市政戦略課

1０４６（２５２）８３２１　5０４６（２５５）５０９０

県と市町村による不動産共同公売

　不動産公売は、税の滞納によって
差し押さえた不動産を入札により売
却するもので、一般の方も参加でき
ます。公売物件の詳細は、市役所２
階収納課に備えてある公売公告また
は市のホームページをご覧ください。 
市では、今後も差押処分など、市税
滞納管理を積極的に進めていきます。
とき＝１１月２１日（火）　ところ＝県
藤沢合同庁舎（藤沢市鵠沼石上）
担当　　　　　　　　　　　収納課

1０４６（２５２）８０４９　5０４６（２５５）３５５０

空き家などの管理は適正に

　市では（公社）市シルバー人材セ
ンターと「空き家等の適正管理の推
進に関する協定」を締結し、地権者
の管理意識の向上に取り組んでいま
す。草木の繁茂や建物の破損など、
空き家管理で困っている方は、同セ
ンターの管理業務をぜひご活用くだ
さい。
【業務内容】
�空き家の現状確認
�植木 剪  定 作業、除草作業

せん てい

�敷地内不法投棄物の集積
※業務内容について詳しくは、同セ
ンター1０４６（２５４）５３６１　5０４６（２５１）
９２８０へお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　市民協働課

1０４６（２５２）８１５８　5０４６（２５５）３５５０

石けんを使いましょう

　日常の炊事や洗濯で何気なく流し
ている生活排水によって、私たちの
財産である地下水や河川が汚されな
いよう、県洗剤対策推進方針に基づ
き、次の点を励行しましょう。なお、
同推進方針について詳しくは、県大
気水質課1０４５（２１０）４１２３へお問い合
わせください。

拠点　浦川拓也さん、有限会社ロリ
アン専務取締役　小島有加里さん　
参加費＝①無料②２千円　問い合わ
せ先＝平塚信用金庫営業統括部1 

０４６３（２４）３０７１　5０４６３（２４）３０９４
担当　　　　　　　　　商工観光課

1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

市健康水中ウオーキング

とき＝１２月５日（火）、７日（木）
１２日（火）、１４日（木）、１９日（火）、
２１日（木）午後１時３０分～２時３０分
（初回は午後１時から。全６回）　
ところ＝協栄スイミングクラブ座間
（座間２－２３９）　内容＝水中を歩き
ながら運動をすることで、足腰を強
くするとともに、風邪をひきにくい
などの体にする　対象＝市内在住・
在勤者　定員＝５０人（申込順）　参
加費＝無料　持ち物＝水着、水泳帽
子、バスタオル、ロッカー代１００円（使
用後返金）　申込方法＝電話、ファ
クスまたは直接担当へ
担当 スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

成年後見制度説明会

　成年後見制度は、認知症や知的障
がいなどによって判断能力が不十分
な方の権利を守り、支援する制度で
す。市では、市民の皆さんにこの制
度の担い手としての「市民後見人」
になってもらうために、説明会を開
きます。自分や家族のために知りた
い方、社会貢献をしたい方などの参
加をお待ちしています。各回とも内
容は同じ、参加費は無料です。
とき＝①１２月６日（水）②１２日（火）
③１５日（金）④平成３０年１月１８日（木）
⑤２３日（火）⑥２５日（木）　時間＝
①～⑤午後２時～３時３０分⑥午後２
時３０分～４時　ところ＝①立野台コ
ミュニティセンター②ひばりが丘コ
ミュニティセンター③市公民館④栗
原コミュニティセンター⑤相模が丘
コミュニティセンター⑥相武台コミ
ュニティセンター※各会場とも駐車
場が狭いため、徒歩または自転車で
ご来場ください。　申込方法＝各開
催日の１週間前までに、電話、ファ
クスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　　福祉長寿課

1０４６（２５２）７１２７　5０４６（２５５）３５５０

自閉症児・者作品展　２０１７

とき＝１１月２７日（月）～３０日（木）
午前９時～午後５時（初日は午後１
時から、最終日は午後３時まで）　
ところ＝市役所１階市民ホール　内
容＝市内在住の自閉症児・者の絵画
や習字、手芸作品などを展示　入場
＝自由　問い合わせ先＝座間地区自

救急車（件）消防車（件）
１月～１０月（累計）１０月１月～１０月（累計）１０月平成
４，９０９５１２５３６６０２９年
４，５９９４８０５０６５２２８年
＋３１０＋３２＋３０＋８増減
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無料　参加方法＝当日直接会場へ　
問い合わせ先＝座間地区更生保護女
性会1０４６（２５１）６７３９（ 小 

こ

 湊 ）
みなと

○目久尻川ふれあいウォーク
とき＝１２月２日（土）午前９時１０分
～午後３時　コース＝寒川神社境内
（集合）～戸仲橋～中野橋～北部公
園（海老名ゴール・１３キロメートル）
～巡礼大橋高架下公園（座間ゴール・
１５キロメートル）　定員＝２００人　参
加費＝無料　参加方法＝当日直接集
合場所へ　問い合わせ先＝座間のホ
タルを守る会1０４６（２５４）６６０６（脇田）
○ホシノタニマーケット
とき＝１２月２日（土）午前１０時～午
後３時（雨天時は翌日順延）ところ
＝ホシノタニ団地（入谷５丁目）　
内容＝ワークショップ、模擬店他　
参加費＝無料　参加方法＝当日直接
会場へ　問い合わせ先＝㈱ブルース
タジオ1０３（５３３２）９９２０
○「明治１５０年」関連施策
　平成３０年は、明治元年（西暦１８６８
年）から起算して満１５０年に当たりま
す。政府では、「明治１５０年」関連施
策各府省連絡会議を設け、「明治以
降の歩みを次世代に遺す施策」「明
治の精神に学び、さらに飛躍する国
へ向けた施策」「明治１５０年に向けた
機運を高めていく施策」の三つを柱
として、政府一体となって関連施策
を推進しています。詳しくは、首相
官邸ホームページ（http://www. 
kantei.go.jp/jp/singi/meiji１５０/ 
portal/）をご覧ください。

�

○歴史教室
とき＝原則毎月２回木曜日午前９時
３０分～正午　ところ＝ひばりが丘コ
ミュニティセンター　内容＝今年度
は明治・大正時代を学ぶ　会費＝年
額４千円　連絡先＝1０４６（２５１）５９６８
（吉村）
○花を咲かそうボランティアの会
パークゴルフクラブ
とき＝いつでも　ところ＝水と緑の
風広場パークゴルフ場（座架依橋下
河川敷）　プレー代＝月額３００円　連
絡先＝1０９０（２３０４）１１８６（野島）
○相模が丘はくつる会
とき＝原則毎月３回火曜日午後３時
３０分～５時　ところ＝相模が丘コミ
ュニティセンター　内容＝太極拳で
健康づくり　会費＝月額千円　連絡
先＝1０４６（２８３）６１６０（菊地）
○立野台ひばり会
とき＝原則毎月２回水曜日午後１時
３０分～３時　ところ＝立野台コミュ
ニティセンター　内容＝カラオケの
練習　会費＝月額３千円　連絡先＝
1０４６（２５５）０１２７（市川）
○座間吟詠会ひばり教場
とき＝原則毎月第１・３木曜日午後
６時～８時３０分　ところ＝ひばりが
丘コミュニティセンター　内容＝詩
吟研修　会費＝月額３００円　連絡先＝ 
1０４６（２５３）０９９５（増田）

閉症児・者親の会（座間やまびこ）
1０４６（２５４）４９７１（外川）
担当 障がい福祉課

1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

多重債務者相談強化キャンペーン
２０１７～弁護士による無料相談

とき＝１１月２９日（水）午前１１時～午
後４時　ところ＝市役所４階４－２・
３会議室　対象＝市内在住・在勤・
在学者　定員＝４人（申込順）　申
込方法＝１１月２８日（火）午後４時ま
でに電話、ファクスまたは直接担当
へ
担当　　　　　　　　　生活援護課

1０４６（２５２）８５６６　5０４６（２５２）７０４３

地域サロンサミット

とき＝１１月２５日（土）午前１０時～正
午　ところ＝サニープレイス座間（総 
合福祉センター）３階　内容＝サロ
ンの意味や機能・役割、今話題の世
代間交流について学ぶ他　対象＝市
内でサロン活動をしている方、サロ
ン活動に興味のある市内在住者　定
員＝５０人　保育＝有り（事前申込） 
参加費＝無料　申込方法＝電話、フ
ァクスまたは電子メール（tiiki@za 
mashakyo.jp）で担当へ
担当　　　　　　市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００１　5０４６（２６６）２００９

にこにこサービス事業出張研修

　にこにこサービス事業では、市民
協働による家事などの生活支援サー
ビスを行っており、協力会員になっ
てもらうための研修を実施します。
「生活支援サービスって何？」「地
域でどんなことが必要なの？」など
の疑問に答えながら、暮らしの中で
の支え合いについて一緒に考える研
修です。
とき＝１２月５日（火）午後１時３０分
～４時　ところ＝立野台コミュニテ
ィセンター　テーマ＝生活支援サー
ビスが支える地域の暮らし　対象＝
地域の支え合い活動に興味のある方 
申込方法＝電話、ファクスまたは直
接担当へ
担当　　　　　　市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００３　5０４６（２６６）１２９５

�

◆親子でクッキング～はらぺこおお
かみはカレーが好きかな？

とき＝１２月１７日（日）午前１０時～午
後２時３０分　ところ＝市民健康セン
ター　内容＝特大絵本「はらぺこお
おかみとぶたのまち」を読んだ後、
親子で２種類のカレーの調理に挑戦
し楽しく試食する　対象＝市内在住
の小学生～高校生（小学４年生以下
は保護者同伴）　定員＝２４人（多数
抽選）　参加費＝７００円（材料代、当
日徴収）　持ち物＝エプロン、三角
巾、布巾、筆記用具　申込方法＝１１
月２８日（火）までに、往復はがきに
氏名（保護者名含む）、ふりがな、
学校名、学年（年齢）、住所、電話
番号、「クッキング参加希望」と明

青少年センター
〒２５２－００２３立野台１－１－４

1０４６（２５３）８４１１　5０４６（２５９）２１６３

記し、同センター宛てに郵送（必着）
または必要事項を記入したメモに返
信用はがきを添えて直接持参

�

◆おりがみサロン～お正月ポチぶく
ろセットをつくろう

とき＝１２月１２日（火）午後１時３０分
～３時３０分　定員＝２０人（申込順） 
持ち物＝はさみ、のり　参加費＝１００
円（材料代）　申込方法＝電話、フ
ァクスまたは直接同センターへ

�

◆としょかんクリスマスおはなし会
２０１７
とき＝１２月１６日（土）午前１０時３０分
～１１時３０分　対象＝３歳～小学生（小 
学生未満は保護者同伴）　定員＝３０
組（申込順）　参加費＝無料　申込
方法＝電話、ファクスまたは直接同
館へ
◆世界一周～おはなしの旅
　さまざまな国の話を素話で聞きま
す。
とき＝１１月２５日（土）午後２時～２
時３０分　内容＝「ききみみずきん」
（日本）、「ひなどりとネコ」（ミ
ャンマー）　対象＝小学生以上　参
加費＝無料　参加方法＝当日直接会
場へ

�

◆立小放課後子ども教室スタッフ
募集人数＝１人　応募資格＝立野台
小学校付近に住み徒歩で通勤可能、
子どもが好きで体力に自信がある方 
業務内容＝勤務日当日の説明会に出
席後、児童の安全確認、遊びのきっ
かけ作りとサポート、清掃、事務の
補助他　勤務期間＝採用の日～平成
３０年３月２８日　勤務日時＝月曜・水
曜日のうち１～２日午後１時～５時
３０分のうち３～４時間程度　報酬＝
１時間につき９５２円　選考方法＝面 
接　応募方法＝市販の履歴書（写真
貼付）に必要事項を記入し、１１月３０
日（木）までに本人が担当へ持参（月
曜～金曜日午前８時３０分～午後５時）
※応募書類の返却はしません。
担当　　　　　　　青少年センター

1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３
◆収納課非常勤職員
募集人数＝若干名　応募資格＝パソ
コン（エクセル、ワード）操作がで
きる方　業務内容＝窓口・電話対応、
徴収事務作業補助他　勤務期間＝平
成３０年１月４日～３月３０日　勤務日
時＝月曜～金曜日のうち４日午前９
時１５分～午後４時　時給＝９６４円　選
考方法＝面接（１２月７日（木）予定） 
応募方法＝市販の履歴書（写真貼付）
に必要事項を記入し、１１月３０日（木）
までに本人が担当へ持参
担当　　　　　　　　　　　収納課

1０４６（２５２）８０４９　5０４６（２５５）３５５０

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９

図書館
1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

�

◆市内児童館・児童ホーム・公立保
育園 合計２７施設へ
▽絵本「ゆーポンとあそぼ！」２７冊
＝おぐらただし
◆地域福祉ふれあい基金へ
▽１万円＝茶道裏千家淡交会相模支
部

�

○（一社）座間市歯科医師会①休日
歯科急患センター②在宅歯科医療
地域連携室の従事者募集
募集人員＝若干名　勤務日時＝①日
曜日、祝・休日、年末年始（月１～
２回程度）午前８時４５分～午後５時
１５分②平日（週１～２回程度）午前
９時～正午、午後１時～５時　応募
資格＝歯科衛生士資格を有し、簡単
なパソコン操作ができる方　給与＝
同会の規定による　選考方法＝書類
審査、面接　応募方法＝市販の履歴
書（写真貼付）に必要事項を記入し、
１１月２７日（月）までに問い合わせ先
へ郵送（必着）※資格証明書の写し
添付。　問い合わせ先＝市休日歯科
急患センター（〒２５２－００２１緑ケ丘１
－１－３1０４６（２５２）８２１７※電話は、
月曜～金曜日の午前９時～午後５時。
○座間吹奏楽愛好会 定期演奏会
とき＝１１月２３日（木）午後１時～　
ところ＝ハーモニーホール座間　定
員＝７００人（先着順）　費用＝無料　
参加方法＝当日直接会場へ　問い合
わせ先＝1０５０（５２４３）９１８４
○東原コミセン祭り
とき＝①１１月２５日（土）午後１時～
３時３０分②２６日（日）午前１０時～午
後３時５０分　ところ＝東原コミュニ
ティセンター　内容＝①ダンスパー
ティー、作品展示②活動発表、体験
学習展示、模擬店他　入場＝自由　
問い合わせ先＝15０４６（２５５）９７７０
○健康落語～笑って免疫力アップ
とき＝１１月２５日（土）午後２時～４
時　ところ＝サニープレイス座間　
内容＝医師による健康講座と落語　
定員＝５０人（申込順）　参加費＝無
料　申込方法＝電話またはファクス
でデイサービス・カナンの家1０４６ 
（２５５）７６５７　5０４６（２５５）７７６５へ
○立野台コミセン祭り
とき＝１１月２６日（日）午前１０時～午
後３時　ところ＝立野台コミュニテ
ィセンター　内容＝サークルの活動
発表・展示、体験コーナー、模擬店、
お楽しみくじ大会　入場＝自由　問
い合わせ先＝15０４６（２５５）０８１５
○子育て中のママへ
とき＝１１月２８日（火）午前１０時～正
午　ところ＝サニープレイス座間　
内容＝バレエストレッチでリフレッ
シュ　対象＝子育て中の母親（無料
保育有り）　定員＝３０人　参加費＝

善意のともしび 
（敬称略） 

みんなの広場 
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL     　http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

　手作りの「しめ飾り」で新たな年を迎えませんか。

○参加費　350円（材料代）
○持ち物　花ばさみもしくは剪定ばさみ、エプロン、霧吹き（お持ちの
方）、持ち帰りのための袋
○申し込み方法　12月 1 日（金）までに電話またはファクスで各担当へ

　市と県、県人権啓発活動ネットワーク協議会では、「座間から広げよう 
思いやりのある社会」をテーマにイベントを開催します。
○と　き　12月10日（日）午後 1時～ 4時（午後 0時30分開場）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）　小ホール
○内　容　市立栗原中学校吹奏楽部による演奏、ＮＰＯ
法人ジェントルハートプロジェクト小森美登里さん講
演「いじめって何ですか？～いじめに対する大人の認
識を考える～」、人権作文コンテスト表彰式他
○定　員　300人（申込順）
○保　育　 2 ～ 6 歳の未就学児 6人まで（多数抽選）
○手話通訳　有り（申込制）
○参加費　　無料
○申込方法　行事名、代表者の郵便番号。住
所・氏名・電話番号、参加人数、保育希望
者は子どもの氏名・ふりがな・年齢・性別、
手話通訳希望の有無を明記し郵送、電話、
ファクスまたは電子メール（fm0216.s8c@
　pref.kanagawa.jp）で、問い合わせ先へ
○問い合わせ先　県人権男女共同参画課　〒
231－8588横浜市中区日本大通 1　☎045(210)3637　5045(210)8832
担当 広聴人権課　☎046(252)8087　5046(252)0220

小森美登里さん

市立栗原中学校吹奏楽部

　市とアクティヴ・ママでは、相互提案
型協働事業として、市内在住の外国籍親
子と日本人親子が異文化理解を深めなが
ら、地域での新しいつながりをつくるこ
とを目的として「国際交流サロン」を開
催します。
○と　き　12月 5 日（火）午後 3時30分
～ 5時
○ところ　青少年センター 1階　ホール
○内　容　クリスマスコンサート、お話し会、工作、ハンドベル鑑賞、み
んなで歌うクリスマスソングなど
○対　象　市内在住の外国籍の親子および日本人の親子（親だけでも可）
○参加費　一家族200円
○持ち物　室内用運動靴
○問い合わせ先　アクティヴ・ママ　☎070(1489)9573
○参加方法　当日直接会場へ

担当 渉外課　☎046(252)8035　5046(255)3550

　市では、地域環境の美化を促進し、市民の快適な生活環境を確保するこ
とを目的とした「（仮称）座間市環境美化条例（案）」を作成しました。
この条例案に対して、市民の皆さんからのご意見を募集します。
　なお、頂いたご意見は、集約した後、市の考え方を付して、市ホームペ
ージなどで公表します。
○意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所などを有
する法人または団体、公募事案に利害関係を有する方
○募集期間　11月15日（水）～12月15日（金）
○閲覧場所　市役所 4階環境政策課・ 1階市民情報コーナー、各出張所、
市公民館、北・東地区文化センター、図書館、青少年センター、各コミ
ュニティセンター（市ホームページで閲覧可）
○意見の提出方法　住所、氏名（法人などは名称と代表者氏名）、電話番
号を明記し、任意の書式で〒252－8566座間市役所環境政策課宛てに郵送、
ファクス、または直接担当へ（市ホームページから電子申請可）
※市内在勤者は事業所名と所在地、市内在学者は学校名と所在地、法人な
どは所在地を加えてご記入ください。

担当 環境政策課　☎046(252)7675　5046(257)7743

パトロールで犯罪を未然に防ごう （座間市自治会総連合会） 
　青色回転灯付きパトロール車（青パト）
をご存知ですか。座間市や座間防犯協会が
保有する防犯パトロール車です。市自連で
は今年度から「振り込め詐欺」増加などへ
の注意喚起を強化するため座間防犯協会所
有の青パトをお借りし、市内13ブロックの
地区自治会連合会が輪番で防犯パトロール
を実施しています。以前から青パトでパトロールをしている自治会は
ありますが、全13ブロックが実施するように力を入れています。パト
ロール中は拡声器を使い、振り込め詐欺を始め、空き巣やひったくり、
自転車盗難などの被害に遭わないよう呼び掛けています。12月には市
内一斉防犯パトロールもあります。身近な犯罪の予防に皆さんもぜひ
ご協力ください。 座間市自治会総連合会防犯部長　森　繁

パトロール車（青パト）で出発

　自治会は、地域住民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざ
まな活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活
動に支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
5046(252)8751までお問い合わせください。
担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域ででででででででででででたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいまままままままままままま活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心なななななななななななな地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

と　き 定　員 会場および担当

12月10日（日）
午後 1時30分～ 4時

50人
(申込順)

東地区文化センター
☎046(253)0781  5046(253)0789

12月15日（金）
午後 1時30分～ 4時

30人
(申込順)

北地区文化センター
☎042(747)3361  5042(747)8542

12月16日（土）
午前 9時30分～正午

50人
(申込順)

市公民館
☎046(255)3131  5046(252)2776

おこづかいで
ブックスフェア
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本

を
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に
行
っ
て
み
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せ
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か
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半年前から次のワンスモアブック
スフェアに向けて作業をしている
友の会の皆さん
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